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国民ひとりひとりの
毎日の生活をまもる

労働者の健康と安全を
守るために

　母子保健課は主に母子保健法や成育
基本法に基づいた業務を所管していま
す。令和４年度から「母子健康手帳、
母子保健情報等に関する検討会」を開
催し、10年ぶりの母子健康手帳の大幅
見直しや母子保健情報のデジタル化の
議論を行っています。妊婦健診や乳幼
児健診の結果などの母子保健情報は、
従来母子健康手帳に記録されてきまし
た。 P H R （ P e r s o n a l  H e a l t h  

Record）の観点から母子保健情報の
デジタル化は重要な課題であり、調査
研究等を踏まえた現状の把握、課題の
整理、課内でのディスカッション、有
識者との協議、検討会資料の作成等を
経て、初めて検討会が開催され、今後
の方針が定められていきます。大きな
方向性を見据えながら、一つ一つのプ
ロセスに携わることができ、大変やり
がいのある業務です。

医政局地域医療計画課  課長補佐

H a r u o  K O U R O U

　企画課は障害福祉施策における総合調
整業務を担う課です。障害部の技官とし
ては、身体障害者、知的障害者、難聴児、
といった障害のある方々への施策に取り
組んでいます。病気とは異なり障害はそ
の人の人生にわたって支援が必要であ
り、障害者施策は医療より比較的長いス
パンで考えることになります。いかに生
きるかという観点から、障害者一人ひと
りが望む生き方を選べるように支援のあ
り方を考えています。目標設定は人それ

せるように、障害者施策という切り口か
らシステムを考えています。

ぞれです。地域で、みんなで、どうした
ら支えられるのか、障害部全体で取り組
んでいます。よりよい医療提供にシステ
ムが必要なように、誰もが安心して暮ら

　働く人の立場に立って、安心・安全
で働きがいのある職場環境づくりを支
援することが、労働基準局の使命です。
中でも、安全衛生部は働く人の安全と
健康を守る部署で、私が勤めている労
働衛生課は、産業衛生に関する業務を
行っています。近年は、職場のメンタ
ルヘルス対策や仕事と治療の両立支援
が注目されており、こうした課題への
対応を進めているところです。

　私は、粉じんを吸入することによっ
て発症する「じん肺」対策も担当して
おり、粉じん障害全般を防止するため
の計画を策定したり、モニターや
シャーカステンを使って、個別にじん
肺の状態を判別する作業などを行った
りしています。

　当部門では、毎日の生活の多様な場
面に関する政策を担当しています。
　例えば、食の安全、水の安全を確保
するための基準づくり、輸入食品の検
疫・国内に流通する食品の監視体制の
確立。国民生活に密着したサービスを
提供している飲食業、旅館・ホテル業
などの衛生水準の向上。新たな感染症
危機に対応する検疫体制の確保。

　トピックは様々ですが、いずれも医
系技官として、人への健康影響はどう
か？という観点から、対応・調整をし
ています。
　また、厚生労働省の取り組みを伝え
るためのリスクコミュニケーションに
も力を入れています。

医薬・生活衛生局
生活衛生・食品安全企画課　課長補佐

扇屋  りん O G I Y A  R i n

乳腺外科医としての臨床従事、ハーバード公衆衛生
大学院留学を経て、令和元年入省。医政局医事課で
医師偏在対策を担当。令和2年より国際食品室長と
して食品の輸出入に関する総合調整、コロナ本部で
水際対策の立案・調整を担当。令和4年より現職。

子ども家庭局
母子保健課　主査

加藤  斐菜子 K A T O  H i n a k o

令和２年入省。健康局健康課で健康診査、
睡眠、飲酒等に携わり担当。その間、新
型コロナウイルス感染症対策推進本部の
技術総括班や保健班においてHER-SYS等
に関わる業務も経験し、令和４年４月よ
り現職。

今までの業務や体験

ワークライフバランス

食の安全、水の安全を守るために、多くの省
庁・研究者が連携して政策立案し、国民とリ
スクコミュニケーションをしていることを
担当して初めて知りました。
当たり前だと思っていた安全の裏側には、多
くの方の努力の積み重ねがありました。

家族（愛猫も！）との時間を確保するために、
日中は集中力を上げて、なるべく効率良く仕
事を進めるようにしています。休日は趣味の
お菓子作りや絵画を楽しんでいます。

今までの業務や体験 ワークライフバランス
障害福祉行政（特に、精神医療行政）を担当する
ことで、理想の医療を提供するには、医療の質を
高めるだけでなく、法律規則、福祉施策、診療報
酬、等など様々な要素をいかに活用するかであ
る、と実感をもって再認識しています。

マンスリー休暇や時間休を活用し学校
行事等に積極的に参加しています。家族
との時間を大切にすることで家族のメ
ンタルヘルスも整い、業務にも集中でき
る好循環が得られると感じます。

医薬・生活衛生局

母子保健情報の
今後のありかたを
検討しています

子ども家庭局

誰もが安心して
暮らせるように

障害保健福祉部
安全衛生部

今までの業務や体験

ワークライフバランス

東日本大震災や新型コロナ感染症対応な
ど、危機管理業務が一番印象に残ってい
ます。平常業務はもちろん重要ですが、危
機管理案件は緊急度も高く、各省庁も力
を合わせて対応します。国全体から注目
され、怖さを感じることもありますが、非
常にやりがいがある業務です。

というわけで、時には「ワーク」が「ライ
フ」を圧迫することもありますが、人事異
動ではこうしたことも配慮され、キャリ
ア全体で見るとバランスが取れた職場だ
と思います。

今までの業務や体験

ワークライフバランス

入省直後、１度目の緊急事態宣言が発出さ
れた頃に新型コロナウイルス感染症対策
推進本部で業務を開始し、有事のスピード
感や大勢の職員が関わる業務に衝撃を受
けました。同時に配属された同期と励まし
合った日々も一生忘れられません。

周囲には、子育て中の先輩が男女ともにい
らっしゃいます。忙しい業務の中、子育て
をされている先輩方の姿は、自分自身の
キャリアを考える上で、大変有り難い存在
です。

労働基準局安全衛生部労働衛生課
主任中央じん肺診査医

丹藤  昌治 T A N T O  M a s a h a r u

平成18年入省。厚生労働省では、大臣官房厚生
科学課、健康局、保険局等で勤務した他、環境省、
島根県、国立国際医療研究センター、国立社会保
障・人口問題研究所、AMED等に出向し、幅広く
保健医療行政等に携わる。令和4年より現職。

障害保健福祉部
企画課　課長補佐

森　恩 M O R I  M e g u m u

令和3年入省。健康局がん・疾病対策課
で循環器病対策（脳卒中）を担当。その後、
障害保健福祉部精神・障害保健課で精神
医療行政、医療観察法医療の体制整備に
携わり、精神保健福祉法の改正に向けた
議論に関わった。令和4年7月より現職。
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